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歯科における専門性の現状認識 

• 医科における内科、外科等の専門科単位で考えれば、歯
科は一つの括りである。 

• 歯科領域に機能分化は必要としても、細分化してそれぞ
れ専門性を持たせることは、例えば歯科大学附属病院の
ような環境下でなければ、国民からも理解されにくいため、
整理が必要ではないか。 

• 各学会の専門医の認定基準や研修の評価基準等が必
ずしも統一されていない。 

• ほとんどが開業医でGPでもある歯科においては、現状で
は総合診療科的な専門性を評価しにくい。 
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（公社）日本歯科医師会 

・歯科医療における専門医の位置づけ 
 
・歯科医師のキャリアパス 

    論  点  

3 



（公社）日本歯科医師会 4 



（公社）日本歯科医師会 5 
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歯科医療の専門性を確立するための課題 

１．専門性の高い歯科医師の育成 

２．国民に見えやすい歯科専門性の確立 

３．各学会の認定基準等の見直し及び統一化 

４．歯科医師のキャリアパスの構築 

５．生涯研修制度の充実による歯科医療の向上 
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新たな歯科専門性のイメージ（試案） 

新卒者 

臨床研修 
  （1年） 

専門性の高
い施設にお
ける研修 
 （４年） 

「地域包括ケア」 
「医療連携」「在宅医療」等 

社会ニーズに応じた歯科
の新たな専門医像 

 

従来より地域歯
科医療を担う 
開業歯科医 
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歯科医師（日歯会員は全て日本歯科医学会に所属している） 

新たな専門医制
を目指す新卒及
び既卒歯科医師 

第三者的な評価機構により定められた専門医のための新たな認定基
準、研修の要件等に基づき新制度を運営する。 

新
た
な
シ
ス
テ
ム 

現 

状 

歯  科  医  師 

学会分科会の認定専門医 

日本歯科医師会の生涯研修
制度の充実による支援 

学会分科会に所属しない歯科医師 

従来からある
歯科医学会
各分科会の
専門医等 

学会分科会の認定専門医 
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歯科専門性に係わる諸課題の解
決に向けた検討（協議会の設置） 

第三者的な評価機構のイメージ（試案） 

（公社）日本歯科医師会 

日本歯科医師会 

総務課、広報課、会計・厚生会員課、地域保健課、保険医療課、 
医療管理・情報管理課、学術課・日本歯科医学会事務局、 
日本歯科総合研究機構 

第三者的な評価機
能が必要 

協議会の構成員 
 日本歯科医学会連合 
 日本歯科医師会 
 歯科医療振興財団 
 日本私立歯科大学協会 等  
法人格を有する組織 及び  

 国公立大学歯学部の代表 
 有識者 等 

 
◆新たな専門医制度の検討 
◆各学会専門医の認定基準、評価基       
 準等の統一 
◆かかりつけ歯科医機能の強化、地       
 域包括ケアおよび医療連携への参     
 画など、新たな社会ニーズにも適う  
 研修システムの構築 
     

（公益社団法人日本歯科医師会定款第４３条の規定に基づき
日本歯科医師会の中に設置された学術研究組織） 

設 立 
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